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ワーケーションの動向



松下慶太 
神戸出身。京都大学・大学院。博士（文学） 
関西大学社会学部メディア専攻教授。 

東京と関西との2拠点生活。 

専門はメディア論。メディア・テクノロジーと 
生み出す新しい場所の意味や経験について研究。

2019

2021
2022ワーケーションと働き方の未来



新しいワークスタイルの文脈

天 DXなどデジタル化 
メタバースやAI、ロボットなど

人 人材の確保・育成 
健康経営、ダイバーシティ、自律型人材など

地 地域・地球への働きかけ 
環境経営、カーボンニュートラル、SDGsなど



松下慶太（2022）『ワーケーション企画入門』学芸出版社

気晴らし・娯楽のレクリエーション レクリエーション Re-Creation（再創造）

代替・穴埋め 観光の 再定義

観光客（交流人口） ワーカーの位置づけ 関係人口

単発・短期間 滞在 継続/連続・比較的長期

消費する人 接し方 パートナー

生産性向上：ワークスタイル 仕事において 刺激・転機：ライフスタイル

交流 地域との関係 価値創造

寛容さ 地域が提供するもの 関わりしろ

ワーケーション 1.0 ワーケーション 2.0

ワーケーション1.0からワーケーション2.0へ



ワーケーターの類型とその政策・支援の勘所

都市 地域

都市型ワーケーター 
都市8：地域2 
都市在住者

地域型ワーケーター 
都市2：地域8 
移住者

移動型ワーケーター 
都市5：地域5 
多拠点居住者

←HR戦略→ 
週休3日制、居住地制限撤廃など

←オフィス戦略→

城の崎にて 日々旅にして旅を栖とす いざ鎌倉



週休3日制へのチャレンジ

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUF062TF0W2A100C2000000/ https://business.nikkei.com/atcl/gen/19/00112/041800071/

https://www.mlit.go.jp/kankocho/content/001477869.pdf
https://business.nikkei.com/atcl/gen/19/00112/041800071/
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中国におけるデジタルノマド事情
https://www.ypppt.com/

2021年12月に開設したばかりの
安吉デジタルノマドコミュニ
ティ（Digital Nomad Anji、省
略DNA）は、中国初のデジタルノ
マド向けの総合コミュニティで
ある。

Co-working + Co-living = DNA

上：浙江省安吉にある竹木の加工工場。
下：この廃工場をリノベーションして
作ってきた。



中国におけるデジタルノマド事情

https://www.ypppt.com/

DNA設立者の一人である徐さんにより、このような場所
を作る初心は「田舎づくり」ということ。
安吉県は、中国の田舎の模範的な代表になったのは決し
て偶然のものではない。
なぜならそこには独特の優位性と伝統が備わっているか
らだ。

「第14次五カ年計画と2035年までの長期目標綱要は、浙江省の質の
高い発展を支援して共同富裕モデルエリアを建設することを打ち出
した。
人口5850万人の中規模省としての浙江省は、地域総生産（GDP）が
1994年から17年連続で全国4位を保ち、面積は全国ランキングで後
ろの方だが、様々な地形があり、その中で多様な都市・農村（田
舎）モデルを育んできた」(人民網,2021）

共
同
富
裕
%
&
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中国におけるデジタルノマド事情

徐さんによると、「伝統的な田舎」から「活力あ
る田舎」への転換の鍵は、人材確保にあり、そし
て、誰もが憧れる詩的な「理想の田舎暮らし」に
することである。

3月までデザイナー、カメラマンやプログラマーな
ど様々な職業をやっている40人以上のデジタルノ
マドが集まっている。

DNAの近くにあるイノベーションセンター（Anji 
Creative & Design Center, ACDC）もこれからの
地域活性化や田舎づくりに大切な役割があるため、
デザインに関わる職業をやっているデジタルノマ
ドが一番求められているようである。

人
材
確
保



中国におけるデジタルノマド事情

「ここで同じ志を持つ人たちと出
会い、一緒に自分のアイデアと経
験を共有したり、さらに価値観や
人生の意味など深い話もできたり
している」

「ここの美しい自然環境や田舎
ののどかさがインスピレーショ
ンを与えてくれる。」



中国におけるデジタルノマド事情

中国の都市部で生活する人の数は９億人以上に達
している。専門家は、「中国全土で今後、都市化
がほぼ実現した後も、約４億人が農村・田舎で生
活することになる」と分析している。

• 農村部の「自己発展機能」向上がキーポイント
• 公共サービスを農村部へ拡大

参考資料：
1. 人民網日本語版.“なぜ浙江省で共同富裕モデルエリアを建設する

か？”.人民網.2021-04-22. 
http://j.people.com.cn/n3/2021/0422/c94476-9842280.html

2. 人民網日本語版.“中国、都市化実現後も農村に暮らす人口が約4
億人”.人民網.2022-04-02. 
http://j.people.com.cn/n3/2022/0402/c94475-10079595.html

3. DNA数字遊民.”我們在浙江郷下為数字遊民改造了一棟房子，然後等妳

来”.安吉数字遊民公社.2021-12-02. 

https://mp.weixin.qq.com/s/k_RKrUhj-huDygMBB20u-g



Superimpose（重ね合わせ）の経験デザイン

越境モデル 
（移動メタファー）

Poly Experienceモデル 
（重ね合わせメタファー）

越境学習、アンラーニングなど 重ね合わせによるフロー



バーチャルなワーケーション

越境モデル 
（移動メタファー）

越境学習、アンラーニングなど

Virtual Workation 
バーチャルなワーケーション的な環境 

によるフロー？

Virtual…見かけや形は異なるが、本質的には同じ



ワーカーの多様化とHaptic Valueの模索

地方との関わり

都市との関わり

フィジカル オンライン

フル通勤 
ワーカー

フルリモート 
ワーカー

　ワーケーションワーカー　

ハイブリッドワーカー

Haptic Value 
DXによる 

組織・地域への愛着・一体感



アフターコロナに向けた企業におけるワーケーションの価値

自律型人材の確保・育成 

意図性・先の見通し・自己反応性・自己省察性

Bandura, A. (2006). Toward a psychology of human agency. 
Perspectives on psychological science, 1(2), 164-180.

地域と地球への働きかけ 

Local Tech（食、流通、金融、環境など） 
SDGs, ESG, 人間主義経営など 

「自律」の水準が高くなるほど、「ワークエン
ゲージメント」「組織への共感・愛着」「不測
の事態における従業員の主体的活動」は増加

リクルートマネジメントソリューションズ「自律的に働くことに関する実態調査」 
https://www.recruit-ms.co.jp/press/pressrelease/detail/0000000322/

人材の共創、地域の共創

人材・地域の共創のためのワーケーション



ワーケーションにおける越境学習に効果的なRDAを考える

自分 地域

自分の仕事を持ち込む 
ワーケーション

自分 地域

地域の活動に取り組む 
ワーケーション

自分 地域

地域の活動に対し 
自分のできることで取り組む 

ワーケーション

自分 地域

地域・自分が 
新しいことに取り組む 
ワーケーション

RDA 
上下関係（Rank）、異質さ（Diversity）、抽象性（Abstraction） 
※石山・伊達（2022）『越境学習入門』日本能率協会マネジメントセンター

心地よいRDAがあるはず



働きたいように、働く社会を！

e-mail： keita-m@kansai-u.ac.jp

ワーケーションと働き方の未来

mailto:keita-m@kansai-u.ac.jp

